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東
洋
計
器
（
本
社
・
松
本

市
、
土
田
泰
秀
社
長
）
の
研

究
発
表
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
の
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
経
営
」
第
４
回
（
最

終
回
）
は
、
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
―

Ｒ
」
の
導
入
が
も
た
ら
す
経

営
効
果
に
焦
点
を
当
て
る
。

　
経
営
者
層
に
と
っ
て
特
に

関
心
の
高
い
償
却
年
数
な
ど

に
触
れ
な
が
ら
、
シ
ス
テ
ム

導
入
の
有
効
性
を
検
証
し
て

い
く
。

■
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７

Ｒ
で
経
営
力
向
上

　
東
洋
計
器
の
試
算
に
よ
る

と
、
供
給
件
数
１
万
件
の
事

業
者
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
を
１
０

０
％
設
置
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ

ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７
Ｒ
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
場
合
の
10
年
間

の
総
投
資
額
は
、
ハ
ー
ド
費

用
、
工
事
費
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
、
ウ
ェ
ブ
利
用
料
、
ガ
ス

る
っ
く
利
用
料
、
配
送
コ
ン

テ
ン
ツ
利
用
料
、
ｅ
ガ
ス
チ

ケ
ッ
ト
利
用
料
を
含
め
て
３

・
44
億
円
と
な
る
。

　
ハ
ー
ド
費
用
、
工
事
費
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
の
三
つ
が
投
資

の
大
半
を
占
め
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７
Ｒ
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
金
は
相
対
的
に
低

く
、
ク
ラ
ウ
ド
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
活
用
の
ハ
ー
ド
ル
は
決

し
て
高
く
な
い
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
―

Ｒ
の
導
入
を
進
め
る
場
合
、

将
来
的
な
デ
ー
タ
の
活
用
も

視
野
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ

ｔ
７
Ｒ
で
可
能
な
サ
ー
ビ
ス

を
利
活
用
し
た
ほ
う
が
得
策

と
言
え
そ
う
だ
。

　
一
方
、
節
減
額
は
４
・
74

億
円
程
度
。
内
訳
は
ハ
ン
デ

ィ
検
針
費
、
滞
納
対
策
費
、

ｅ
ガ
ス
チ
ケ
ッ
ト
利
用
料

（
コ
ン
ビ
ニ
対
象
）
、
ｅ
ガ

ス
チ
ケ
ッ
ト
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト

な
ど
で
、
検
針
費
と
滞
納
対

策
費
の
合
算
額
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
―

Ｒ
の
ハ
ー
ド
費
用
、
工
事

費
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
ほ
ぼ
匹

敵
し
、
こ
の
分
だ
け
で
お
お

む
ね
収
支
が
と
れ
る
。

　
こ
れ
に
加
え
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
配
送

合
理
化
に
よ
り
配
送
時
間
20

％
程
度
の
削
減
、
保
安
認
定

事
業
者
と
な
る
こ
と
で
事
務

所
１
拠
点
の
集
約
な
ど
、
大

き
な
経
営
効
果
が
期
待
で
き

る
。
働
き
方
改
革
の
時
代
と

な
り
、
24
時
間
体
制
の
営
業

所
を
減
ら
し
て
夜
間
の
当
番

を
輪
番
制
に
す
る
な
ど
、
新

た
な
切
り
口
の
ア
イ
デ
ア
も

浮
か
ん
で
く
る
。

　
節
減
額
を
投
資
額
で
割
っ

た
投
資
効
果
は
１
・
38
倍
。

償
却
年
数
は
単
純
計
算
で
７

・
３
年
だ
が
、
実
投
資
額
や

現
実
の
節
減
額
を
勘
案
す
る

と
、
実
質
の
償
却
期
間
は
５

年
程
度
と
想
定
さ
れ
る
。

■
先
回
り
対
応
、
経
営
数
値

の
精
度
向
上
に
寄
与

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
の
導
入
は
、

数
値
に
表
さ
れ
る
経
営
的
効

果
が
多
大
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
加
え
て
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

の
導
入
効
果
に
も
目
を
向
け

た
い
。

　
①
ガ
ス
の
使
用
状
況
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
見
え
る
化

し
、
先
回
り
対
応
で
事
故
の

未
然
防
止
が
可
能
と
な
り
、

保
安
業
務
の
効
率
化
・
省
力

化
が
で
き
る
こ
と
。

　
②
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
の
導
入
で

全
戸
同
日
同
時
刻
検
針
が
可

能
と
な
り
、
経
営
数
値
の
精

度
を
向
上
で
き
る
こ
と
。
検

針
日
の
１
日
の
ず
れ
は
、
売

上
の
３
・
３
％
、
祝
日
な
ど

で
２
日
ず
れ
る
と
７
％
も
の

誤
差
に
な
る
。
こ
れ
で
は
対

前
年
の
売
上
比
較
が
意
味
を

な
さ
な
い
。
全
戸
同
時
刻
検

針
な
ら
、
同
じ
日
数
で
経
営

数
値
を
比
較
で
き
る
。

　
③
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
の
導
入
に

よ
り
冬
期
に
集
中
す
る
配
送

業
務
の
平
準
化
を
考
慮
で
き

る
こ
と
。
配
送
件
数
や
配
送

距
離
、
個
別
の
消
費
量
を
検

証
し
た
う
え
で
、
少
量
消
費

世
帯
の
配
送
が
冬
場
の
業
務

の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
解
消
で
き
る
。
ガ
ス
切

れ
の
心
配
が
な
い
Ｉ
ｏ
Ｔ
―

Ｒ
な
ら
で
は
の
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
合
理
化
の
ア
イ
デ
ア

と
言
え
そ
う
だ
。

　
④
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
の
新
展
開

と
し
て
、
長
野
県
企
業
局
と

坂
城
町
の
協
力
で
行
っ
た

「
水
道
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
元

気
通
報
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
利

用
者
の
98
％
か
ら
賛
同
を
得

て
い
る
。
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
で

も
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
を
活
用
し

て
同
様
の
仕
組
み
を
運
用
で

き
る
。

　
⑤
分
計
メ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｒ
型

と
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
１
時
間
ご
と

の
需
要
帯
別
ガ
ス
使
用
量
を

把
握
で
き
る
。
せ
っ
か
く
投

資
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
１
時

間
ご
と
の
需
要
帯
別
ガ
ス
使

用
量
を
デ
ー
タ
と
し
て
収
集

し
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
。

ガ
ス
器
具
の
劣
化
情
報
へ
の

活
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
利
用

が
考
え
ら
れ
る
。

　
東
洋
計
器
は
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の

協
力
の
も
と
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｒ

と
Ｉ
ｏ
Ｔ
―
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
７

Ｒ
を
自
社
開
発
し
て
き
た
。

社
内
の
技
術
営
業
力
、
サ
ポ

ー
ト
力
は
強
固
で
あ
り
、
全

国
の
工
事
体
制
も
整
え
て
い

る
。

　
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
の
利
活
用
が
本

格
化
し
て
き
た
な
か
、
全
国

屈
指
の
実
績
を
持
つ
Ｉ
ｏ
Ｔ

―
Ｒ
を
多
く
の
ガ
ス
利
用
世

帯
に
普
及
す
る
こ
と
で
、
取

引
満
足
度
の
向
上
や
経
営
基

盤
強
化
に
つ
な
げ
た
い
。

デ
ー
タ
が
生
む

付

加

価

値 

顧
客
満
足
や
基
盤
強
化

効
率
化
で
コ
ス
ト
削
減

「ＩｏＴ―Ｒ」

東
洋
計
器
の
提
案
～「
第
38
回
東
計
会
」

Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
経
営
４

　
岩
谷
産
業
（
本
社
・
大

阪
、
東
京
、
間
島
寛
社
長
）

は
、
針
葉
樹
の
苗
木
栽
培

で
、
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
水

（
微
細
な
泡
を
含
ん
だ
水
）

を
用
い
る
こ
と
で
生
育
促
進

効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
世

界
で
初
め
て
発
見
し
た
（
特

許
出
願
中
）。
ス
ギ
苗
木
の

コ
ン
テ
ナ
栽
培
に
応
用
が
進

む
こ
と
で
、
少
花
粉
ス
ギ
の

普
及
促
進
へ
の
応
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

　
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
は
、
水

中
に
発
生
さ
せ
た
際
に
溶
け

込
ん
で
い
る
酸
素
濃
度
を
大

幅
に
上
昇
さ
せ
た
り
、
発
芽

や
発
根
を
促
す
活
性
酸
素
を

発
生
さ
せ
る
な
ど
の
特
性
が

あ
る
。
同
社
は
、
フ
ァ
イ
ン

世
界
初 

微
細
泡
含
有
水
を
活
用

苗
木
生
育
促
進
で
新
技
術

岩谷産業

バ
ブ
ル
水
を
ス
ギ
苗
木
の
栽

培
に
利
用
し
た
と
こ
ろ
、
通

常
の
水
の
場
合
に
比
べ
て
育

成
が
早
く
、
枝
や
根
の
張
り

も
良
く
な
る
こ
と
を
確
認
。

未
成
熟
苗
を
減
ら
し
て
歩
留

ま
り
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
従
来
、
ら

植
林
で
き
る
大
き
さ
に
な
る

ま
で
に
２
～
３
年
か
か
っ
て

い
た
の
を
、
１
年
半
～
２
年

に
短
縮
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
と
い
う
。

　
試
験
地
設
定
と
生
育
評
価

は
、
兵
庫
県
立
農
林
水
産
技

術
総
合
セ
ン
タ
ー
森
林
林
業

技
術
セ
ン
タ
ー
の
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
今
年
度
中
を
メ

ド
に
実
用
化
を
図
る
と
と
も

に
、
育
成
し
た
苗
木
を
植
林

し
、
活
着
率
（
枯
れ
る
こ
と

な
く
根
付
く
割
合
）
も
高
め

ら
れ
る
か
を
検
証
す
る
。
将

来
的
に
は
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル

水
に
よ
る
栽
培
装
置
の
販
売

な
ど
の
事
業
化
も
視
野
に
入

れ
る
。

　
理
研
計
器
（
本
社
・
東

京
、
小
林
久
悦
社
長
）
は
ガ

ス
濃
度
制
御
用
や
濃
度
管
理

用
に
信
頼
性
と
耐
久
性
を
向

上
さ
せ
た
光
波
干
渉
式
ガ
ス

モ
ニ
タ
ー
「
Ｆ
Ｉ
―
９
０
０

型
」
＝
写
真
＝
を
開
発
、
１

日
か
ら
出
荷
を
開
始
し
た
。

　
独
自
技
術
の
光
波
干
渉
式

セ
ン
サ
ー
を
搭
載
し
た
Ｆ
Ｉ

光 

波 

干 

渉 

式

ガ
ス
モ
ニ
タ
ー 

国
内
外
の
防
爆
認
定

信
頼
性
と
耐
久
性
向
上

理研計器

―
８
０
０
型
の
後
継
機
種

で
、
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
通
信
機

能
の
搭
載
や
自
己
診
断
機
能

を
強
化
す
る
こ
と
で
、
制
御

用
と
し
て
よ
り
扱
い
や
す
く

信
頼
性
を
向
上
さ
せ
た
。
国

内
防
爆
は
も
と
よ
り
、
海
外

防
爆
（
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ

Ｅ
ｘ
）
検
定
を
取
得
し
て
お

り
、
海
外
市
場
で
も
幅
広
く

使
用
可
能
と

な
っ
た
。

　「
Ｆ
Ｉ
―

８
０
０
型
」

は
、
①
長
期

安
定
、
長
寿

命
で
あ
ら
ゆ

る
ガ
ス
の
測
定
が
可
能
②
Ｍ

Ｏ
Ｄ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
通
信
で
ガ
ス
濃

度
や
ガ
ス
濃
度
警
報
だ
け
で

な
く
、
各
種
ス
テ
ー
タ
ス
情

報
が
取
得
可
能
③
Ｎ
Ｈ
３
、

Ｖ
Ｃ
Ｍ
ガ
ス
な
ど
腐
食
性
ガ

ス
に
も
Ｓ
Ｕ
Ｓ
仕
様
で
対
応

可
能
、
イ
ン
ラ
イ
ン
測
定
が

可
能
な
ガ
ス
種
が
大
幅
に
拡

大

―
な
ど
が
特
徴
。

　
主
な
用
途
は
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
濃

度
管
理
、
水
素
の
純
度
測

定
、
プ
ロ
セ
ス
ガ
ス
濃
度
制

御
、
可
燃
性
ガ
ス
の
爆
発
防

止
な
ど
。

　
製
品
単
体
定
価
（
税
別
）

は
、
標
準
が
１
０
０
万
円
、

Ｓ
Ｕ
Ｓ
仕
様
が
１
２
０
万
円

で
、
別
途
測
定
環
境
・
条
件

に
応
じ
た
サ
ン
プ
リ
ン
グ
装

置
が
必
要
と
な
る
。

に
テ
レ
ワ
ー
ク
へ
の
シ
フ
ト

が
始
ま
り
、
直
接
顧
客
と
相

対
す
る
機
会
が
減
っ
て
き
て

い
る
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
供
す

る
企
業
と
し
て
、
電
話
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
可
能
な

パ
ソ
コ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
営
業
を
開
始
、

顧
客
へ
の
提
案
や
商
談
の
み

な
ら
ず
、
各
支
店
間
で
の
打

2019年度マイコンメーター第２検査合格数 (単位 ： 個)

Ｌ型
Ｓ型 ＳＢ型 Ｅ型 ＥＢ型

合 計
Ｓ４ ７年 10年 小計 Ｅ４ ７年 10年 小計

４月 0 251,184 330 1,533 1,370 2,903 85,682 2,624 997 1,896 2,893 345,616 

５月 0 288,024 330 753 570 1,323 69,790 2,928 1,712 1,814 3,526 365,921 

６月 0 344,425 330 1,663 940 2,603 84,452 2,735 961 1,820 2,781 437,326 

７月 0 303,651 330 830 1,180 2,010 56,973 2,904 1,757 2,719 4,476 370,344 

８月 0 241,159 330 2,040 710 2,750 55,938 2,151 1,104 2,359 3,463 305,791 

９月 0 245,838 0 880 1,110 1,990 68,889 3,304 1,155 1,354 2,509 322,530 

10月 0 179,338 330 590 180 770 41,732 1,730 1,435 2,506 3,941 227,841 

11月 0 118,813 330 660 1,140 1,800 83,083 2,723 1,013 1,536 2,549 209,298 

12月 0 124,047 360 940 330 1,270 66,682 2,686 977 2,152 3,129 198,174 

１月 0 210,351 360 760 610 1,370 43,108 2,839 1,596 2,208 3,804 261,832 

２月 0 209,380 0 1,083 410 1,493 60,816 2,923 1,536 2,201 3,737 278,349 
３月 0 183,904 540 630 580 1,210 49,588 3,101 2,217 2,772 4,989 243,332 

累計 0 2,700,114 3,570 12,362 9,130 21,492 766,733 32,648 16,460 25,337 41,797 3,566,354 

日本ＬＰガス機器検査協会

　
日
本
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
機
器
検
査

協
会
（
Ｌ
Ｉ
Ａ
、
立
原
孝
夫

理
事
長
）
は
１
日
、
２
０
１

９
年
度
の
マ
イ
コ
ン
メ
ー
タ

ー
第
２
検
査
合
格
数
を
ま
と

め
た
。
全
体
で
前
年
度
比
７

・
８
％
減
の
３
５
６
万
６
３

５
４
個
と
な
っ
た
。
年
初
は

３
９
０
万
個
の
需
要
を
予
想

し
て
い
た
が
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
消

費
先
の
自
然
減
な
ど
影
響

し
、
予
想
を
下
回
る
結
果
と

な
っ
た
。

　
種
別
で
は
、
Ｓ
型
が
２
７

予
想
下
回
る
356
万
個

Ｌ
Ｉ
Ａ 
20
年
度
は
280
万
個
見
込
む

Ｍ メ ー タ ー
19年度合格数

０
万
１
１
４
個
（
前
年
度
比

12
・
３
％
減
）
、
Ｓ
４
型
３

５
７
０
個
（
同
17
・
８
％

増
）、
Ｓ
Ｂ
型
合
計
２
万
１

４
９
２
個
（
同
２
・
６
％

減
）、
Ｅ
型
76
万
６
７
３
３

個
（
同
６
・
７
％
増
）
、
Ｅ

４
型
３
万
２
６
４
８
個
（
同

68
・
２
％
増
）
、
Ｅ
Ｂ
型
合

計
４
万
１
７
９
７
個
（
同
56

・
８
％
増
）
だ
っ
た
。
Ｅ
型

系
統
の
伸
長
が
顕
著
で
、
全

体
に
占
め
る
割
合
は
23
・
５

％
と
前
年
度
比
３
・
８
㌽
上

昇
し
た
。

　
Ｌ
Ｉ
Ａ
で
は
、
今
期
は
２

８
０
万
個
を
予
測
す
る
。
検

満
を
迎
え
る
メ
ー
タ
ー
の
数

量
に
、
想
定
さ
れ
る
空
き
家

の
件
数
や
新
築
の
着
工
件
数

な
ど
を
加
味
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
つ

い
て
は
見
通
し
が
立
て
に
く

い
も
の
の
、
メ
ー
タ
メ
ー
カ

ー
各
社
か
ら
生
産
や
部
品
供

給
の
滞
り
は
な
い
と
の
報
告

を
受
け
て
い
る
。

　
パ
ロ
マ
（
本
社
・
名
古
屋

市
・
中
島
真
也
）
が
大
阪
ガ

ス
（
本
社
・
大
阪
市
、
本
荘

武
宏
社
長
）
と
共
同
で
開
発

し
、
昨
年
６
月
に
発
売
し
た

ビ
ル
ト
イ
ン
こ
ん
ろ
「
ア
バ

ン
セ
」
が
、
日
本
ガ
ス
協
会

主
催
の
技
術
大
賞
・
技
術
賞

部
門
で
「
２
０
２
０
年
度
技

パ
ロ
マ
と

大
阪
ガ
ス 

安
全
と
使
い
勝
手
評
価

「
ア
バ
ン
セ
」
に
技
術
大
賞

ガス協会

術
大
賞
」
を
受
賞
し
た
。
同

賞
は
ガ
ス
事
業
の
発
展
に
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
独
創
性

や
発
展
性
に
富
む
画
期
的
な

技
術
を
賞
す
る
も
の
で
、
毎

年
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。

　
両
社
は
ガ
ス
こ
ん
ろ
に
起

因
す
る
事
故
件
数
が
減
少
傾

向
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て

発

生

す

る

な

か
、
こ
ん
ろ
に

よ
る
着
衣
着
火

事
故
を
さ
ら
に

低
減
し
、
安
心

し
て
調
理
を
楽

し
め
る
商
品
の

開
発
に
着
手
。

業
界
初
の
「
エ

リ

ア

セ

ン

サ

ー
」
を
搭
載
し

た
ア
バ
ン
セ
を

商
品
化
し
た
。

　
こ
ん
ろ
手
前
の
エ
リ
ア
セ

ン
サ
ー
が
、
バ
ー
ナ
ー
か
ら

約
11
㌢
㍍
以
内
に
腕
や
袖
口

な
ど
が
近
づ
い
た
こ
と
を
検

知
す
る
と
、
音
声
案
内
と
と

も
に
自
動
で
火
力
を
調
整

し
、
着
衣
着
火
の
リ
ス
ク
を

低
減
さ
せ
る
。
検
知
は
こ
ん

ろ
手
前
に
扇
状
に
配
置
し
た

３
カ
所
計
九
つ
の
赤
外
線
式

の
測
距
セ
ン
サ
ー
で
行
う
。

　
火
力
の
調
整
は
、
使
用
中

の
火
力
や
検
知
し
た
高
さ
な

ど
に
よ
り
、
細
か
く
設
定
さ

れ
て
い
る
。
特
に
最
大
火
力

で
の
使
用
中
に
約
７
～
11
㌢

で
検
知
し
た
場
合
に
は
、
安

全
の
観
点
か
ら
い
っ
た
ん
最

小
火
力
ま
で
絞
ら
れ
る
が
、

調
理
性
を
損
な
わ
な
い
た
め

に
火
力
が
戻
さ
れ
る
。
こ
の

場
合
、
最
大
に
な
ら
な
い
程

度
（
最
大
火
力
を
５
と
す
る

と
４
）
に
戻
る
。
安
心
と
使

い
勝
手
の
両
立
を
目
指
し
た

制
御
機
能
を
備
え
た
点
が
高

く
評
価
さ
れ
た
。

安心と使い勝手が評価された

インサイドセールスイメージ図

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
コ
ン
（
本
社

・
東
京
、
深
澤
充
社
長
）

は
、
政
府
が
主
導
す
る
働
き

方
改
革
や
猛
威
を
振
る
う
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な

ど
を
受
け
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
た
イ
ン
サ
イ

ド
セ
ー
ル
ス
を
積
極
的
に
活

用
す
る
な
ど
、
率
先
し
て
新

時
代
の
働
き
方
に
挑
戦
し
て

い
る
。

　
特
に
現
在
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
い

よ
っ
て
、
不
要
不
急
の
外
出

を
控
え
る
状
況
に
あ
り
、
業

界
で
も
大
手
事
業
者
を
中
心

新時代の働き方に挑戦
ＮＴＴテレコン インサイド営業活用

ち
合
わ
せ
な
ど
に
も
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
性

向
上
だ
け
で
な
く
、
新
し
い

時
代
の
働
き
方
の
確
立
に
も

取
り
組
む
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
テ
レ
コ
ン
で
は
、

ウ
ェ
ブ
上
で
提
案
書
類
な
ど

を
顧
客
と
同
時
に
共
有
し
な

が
ら
、
あ
た
か
も
対
面
し
て

い
る
か
の
よ
う
な
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

広
く
業
界
に
こ
の
手
法
を
提

案
し
て
い
く
。


